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2郎 慢性肝 炎の新 しい組織診断基準

-新 書旧犬 山分類,Knodellスコア,

Desmet分輝 の比較検討-
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上村 朝輝 く雷姦葺欝 潟第二)

最近2年間に肝生検を施行した慢性肝炎191例を対象

として,新 ･旧犬山分叛,Knodelまスコア,Desmet分

額の比較検討を行った.その結果,新犬山分類の CIH,

CAHは小薬内の necroinflammatorychangesや,門

脈域の炎症の程度,線維化の程度を明確に inactiveと

activeに grade分餅していた.それに比し,Desmet

分額はより進展した慢性肝炎を分類の対象としている傾

向があり,特に Knoden スコアの componentⅡ が

過小評蘭される傾向にあった.新犬山分環のF因子の sta-

ge分類としての意義は経時的肝生検例での検討が必要

と思われる.

2日 TAEにて腹腔内出血を止血するも短期間
に門脈,下大静脈に腫療塞栓を形成 した肝
細胞癌の1例
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症例は81歳,女性.平成6年6月9田突然腹痛出現.

某院をこて肝感虜と腹水を指摘され,同日当院転院.旗水

中の Htは43.9%で肝細胞癌破裂の診断にて血管造影

施行.門脈腰痛栓は認めず,右葉上区域の結節塾肝細胞

癌に対しTAE を行なった,これにより止血され さ

吊こ同27日に2回円(･･T)TAE を行し､,A_FPは 29,532----i

3,486mg/mlと減少し退院となった.同年12月下旬に

腹水,下腿浮腫出現.各種画像で門脈,下大静脈腰癌栓

を認め,平成7年1月23日死亡された.
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22)肝腺痛と鑑別の困難 で あ った肝 腫嬢の1例
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症例は62歳男性.主訴は発熱,全身倦怠感,食欲低下.

平成6午胆管癌で胆管切除術を施行された既往がある.

現病歴, 平成6年11月頃より前記症状出現.腹部 CT

にて,S5の LDAを指摘され,肝膿虜の診断で入院と

なった.入院後,腰部魔音波等の検査で,肝腺癌の診断,

門､CDtu転 によるドレナ-ジを施行するも,排膿なし.

ドレナ…ジ後も発熱続き tubeよりの排膿認めず,臨

床経過から,胆管癌の肝転移を疑い,肝切除術を施行し

た.術後,病理診断は,胆管細胞癌であった.術後 ドレ-

ソより胆汁の流出が見られたが,徐々に減少,発熱等の

症状もなく,元気に退院.以上のように,肝腺癌と鑑別

の困難であった肝腰痛の1例を経験したので報告する.

23)肝細胞癌に対する肝再切除例の検討
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過去8年間に肝細胞癌95例に対し肝切除術を施行し,

そのうち3例に肝再切除を行なった.症例 1は初回に肝

前区域切除を施行,その1年8ケ月後に再発をこ対して肝

ST部分切除を開胸経横隔膜的に行なった.症例2は初

回肝外側区域切除後2ケ月目に開胸 ･開腹にて後区域切

除を施行した.症例3は初回肝前区域切除後3年5ナ月

日に再発に対して肝 S.1部分切除を施行した.3例とも

耐解し,現在再発は認めていない.結語 :肝細胞癌に対

する再肝切除の条件としては,多発再発でないこと,肝

予備能が保たれていること,再肝切除時をこアプロ-チの

ル- 卜が残っていることが豊要と考えられた.

24)ウイルスマーカ…陰性で食道静脈癖に膝療

塞栓を認めた肝細胞癌の 1剖検例
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症例は65歳,男性.高血圧症 ･白内障の既往があり,

輸血はない.40年来の太酒家で,1994年8月より食欲


